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第
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号

平
成
三
十
年
六
月
二
十
日

　

町
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
町
会
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
活
動
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
、
当
町
会
の
総
会
が
平
成
三
十
年

五
月
三
十
一
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、
無

事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
時
期
が

遅
延
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
紙
面
を
お
借

り
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
武
鉄
道
㈱
伊
勢
崎
線
押
上
二
号
踏
切

の
高
架
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
着
手

開
始
が
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
平
成

三
十
八
年
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
工
事
前
の
事
前
調
査
で
沿

線
住
民
の
居
住
家
屋
の
振
動
調
査
や
騒
音

調
査
等
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
二
月
二
十
五
日
（
日
）

に
大
災
害
避
難
場
所
で
あ
る
「
墨
田
中
学

校
」
に
お
い
て
、
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
同
避
難
所
運
営
組
織
で
は
、
当

町
会
は
、「
施
設
班
」
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
町
会
役
員
の
中
か
ら
班

長
以
下
七
名
を
選
出
し
て
登
録
済
み
で

す
。
そ
の
内
容
は
、
①
危
険
箇
所
へ
の
対

応
②
防
火
・
防
犯
対
策
③
暑
さ
寒
さ
へ
の

対
応
④
清
掃
・
ゴ
ミ
の
処
理
⑤
風
呂
等
の

対
応
で
す
。

　

同
避
難
所
運
営
組
織
に
加
盟
し
て
い
る

町
会
は
、
①
向
島
三
丁
目
町
会
②
小
梅
三

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

齋
藤
　
祐
子

【

婦

人

会

】

【

防

火

防

災

部

】

多
賀
　
康
之

　

本
所
消
防
団
の
消
防
操
法
審
査
会
が
今

丁
目
町
会
③
中
之
郷
町
会
④
押
上
一
丁
目

仲
町
会
⑤
向
島
四
丁
目
南
町
会
⑥
押
上
二

丁
目
町
会
の
以
上
六
ケ
町
会
で
構
成
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
も
同
訓
練
の
連
絡
が

来
ま
し
た
ら
皆
様
方
に
も
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
飛
木
稲
荷
神
社
の
大
祭
に
当
た

り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
特
に
大
人
神
輿
の
ご
参
加
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
よ
り

住
み
良
い
、
明
る
い
仲
町
会
の
発
展
を
目

指
し
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
婦
人
会
は
先
日

五
月
九
日 

役
員
七
名
集
ま
り
、
平
成

二
十
九
年
度
決
算
報
告
と
平
成
三
十
年
度

の
行
事
予
定
に
つ
い
て
会
合
を
開
き
ま

し
た
。
六
月
に
春
の
食
事
会
は
ま
だ
場
所 

時
間
は
決
ま
っ
て
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
連

絡
致
し
ま
す
。
又
、
夏
と
冬
に
食
事
会
だ

け
で
な
く
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　

皆
様
何
か
御
座
い
ま
し
た
ら
お
伝
え
下

【

交

通

部

】

小
杉
　
誠
一

　

毎
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
ま
す
交
通
安

全
運
動
で
す
が
、
今
年
の
「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
は
、
四
月
六
日
か
ら
十
五

日
ま
で
の
十
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
例
年
の
「
や
さ

し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道
路
」
に
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
て
「
世
界

一
の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指

し
て
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
ず
っ
と
強
風
が
吹
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
テ
ン
ト
は
出
さ
ず
に
、
幟

と
横
断
幕
を
ア
サ
ヒ
屋
靴
店
と
隣
の
駐
車

場
の
前
に
設
置
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
、
初
日
は
、
本
所
警
察
署
と
本
所
交

通
安
全
協
会
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
会
議
に
お
い
て
、
昨
年
の
事
故
の

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
身
事
故
の
半
分
が
歩
行
者
で
、
横
断

歩
道
で
な
い
と
こ
ろ
を
渡
る
な
ど
交
通
違

　

す
み
だ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ン
が
五
月

二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

　

各
町
会
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
掃
除
が
始

ま
り
、
町
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

仲
町
会
も
、
朝
早
く
か
ら
Ｏ
Ｓ
Ｔ
や
婦

人
会
の
大
人
に
混
じ
っ
て
子
供
ま
で
も
箒

と
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
町
内
の
ご
み
集
め
を

し
た
の
で
、
道
路
に
ご
み
が
な
く
な
り
、

町
内
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
日
だ
け
で

消防団の訓練風景

【

環

境

衛

生

部

】

並
木
　
行
雄

年
も
横
川
の
日
本
た
ば
こ
産
業
で
六
月

十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

我
が
第
八
分
団
は
、
小
梅
通
り
に
あ
る

小
梅
出
張
所
で
夜
七
時
か
ら
練
習
し
て
ま

す
。
こ
こ
数
年
は
、
準
優
勝
・
三
位
と
安

定
し
た
結
果
を
出
し
て
ま
す
。
な
か
な
か

優
勝
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
日
々
訓
練
に
汗

を
流
し
て
ま
す
。

最
近
は
団
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

消
防
団
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
第
八

分
団
の
方
に
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
し

て
九
月
の
大
祭
は
皆
様
お
忙
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
は
何
も

出
来
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。　

反
者
が
六
割
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
歩
行

者
で
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の
半
数
が
七
十

歳
以
上
の
方
だ
そ
う
で
す
。

　

自
転
車
の
事
故
も
多
く
、
出
合
い
頭
事

故
が
四
割
を
占
め
る
そ
う
で
す
。
自
転
車

は
、
加
害
者
に
も
な
り
う
る
の
で
、
多
少

面
倒
で
も
一
時
停
止
の
と
こ
ろ
は
、
一
旦

停
止
し
て
安
全
を
確
認
し
て
発
進
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
通
安
全
運
動
は
、
十
日
間
の
短
い
期

間
で
す
が
、
特
別
な
運
動
を
し
て
い
な
い

日
ご
ろ
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば

か
り
で
す
。
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】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

一
六
、
曳
舟
川
通
り
（
一
）　

　

五
月
三
十
一
日
に
町
会
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
出
席
者
は
町
会
役
員
ば
か
り
で
、

一
般
の
会
員
の
出
席
は
無
か
っ
た
が
、
町

会
長
挨
拶
に
続
き
、
慣
例
だ
そ
う
で
常
任

相
談
役
の
議
長
に
よ
る
進
行
で
、
会
計
、

総
務
の
報
告
、
監
査
報
告
、
そ
し
て
議
案

も
全
て
承
認
さ
れ
、
予
定
時
刻
に
終
了
し

た
。

　

国
道
六
号
線
通
称
「
水
戸
街
道
」
の
う

回
路
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
「
曳
舟
川
通

り
」
は
、
そ
の
名
前
の
通
り
以
前
は
「
曳

舟
川
」
と
言
う
名
前
の
川
で
し
た
。
し
か

も
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
自
然
に
出
来
た
川

で
は
な
く
、
直
線
的
な
人
工
の
川
で
す
。

今
か
ら
六
三
年
前
の
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
に
川
は
暗
渠
に
な
り
、
埋
立
て

舗
装
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
曳
舟
川
は
い
つ
頃
、
何
の
た
め
に

造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

次
号
に
続
く

俳
句
（
寄
稿
）

　

次
の
絵
２
は
安
藤
広
重
画
「
名
所
江
戸

百
景
」
の
中
の
「
四
つ
木
通
り
用
水・曳
舟
」

で
す
。
幕
末
の
頃
描
か
れ
ま
し
た
。
当
時

の
曳
舟
川
は
江
戸
名
所
の
一
つ
だ
っ
た
の

で
す
ね
。
長の
ど
か閑
な
曳
舟
と
風
光
明
媚
な
沿

岸
の
田
園
風
景
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
遠
く
の
山
は
筑
波
山
で
す
。

　

よ
く
見
る
と
、
こ
の
絵
は
写
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
曳
舟
川
は
前
述
の
通
り
人

工
の
川
で
、
流
れ
は
ど
こ
も
直
線
的
で
す
。

こ
の
様
に
Ｓ
字
状
に
曲
が
っ
た
場
所
は
あ

　

こ
の
絵
は
、
観
光
用
の
絵
と
し
て
構
図

上
、
大
部
デ
フ
ォ
ル
メ
（
意
識
的
に
変
え

て
表
現
）
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

曳
舟
川
の
歴
史
は
江
戸
時
代
初
期

に
遡
り
ま
す
。
お
よ
そ
三
六
〇
年
前
、

一
六
五
七
（
明
暦
三
）
年
一
月
に
発
生
し

た
明
暦
振
袖
大
火
に
よ
り
江
戸
は
大
半
を

焼
失
し
、
死
者
は
一
〇
万
人
に
達
し
ま
し

た
。
徳
川
幕
府
は
江
戸
復
興
と
防
火
・
延

焼
防
止
対
策
の
た
め
の
大
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
火
除
け
地
と
し
て
広

小
路
を
各
地
に
作
る
こ
と
、
そ
し
て
道
路

の
拡
幅
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
市
中
の

人
た
ち
を
移
住
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
幕
府
は
ま
だ
東
京
湾
内
奥
の
湿
地
帯

で
あ
っ
た
今
の
本
所
・
深
川
地
区
に
横
川
・

堅
川
・
小
名
木
川
・
割
り
下
水
等
の
水
路

を
設
け
、
掘
っ
た
土
砂
も
埋
め
立
て
に
使

い
ま
し
た
。
道
路
は
碁
盤
の
目
の
様
に
区

割
り
を
し
、
江
戸
市
中
の
武
家
屋
敷
、
寺

社
、
町
人
た
ち
を
移
転
さ
せ
ま
す
。
そ
の

住
民
た
ち
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
に
、
本

所
上
水
（
亀
有
上
水
と
も
よ
ば
れ
て
い

た
）
が
一
六
五
九
（
万
治
二
）
年
に
開か
い
さ
く鑿

さ
れ
ま
し
た
。
全
長
は
約
二
三
㎞
あ
り
ま

す
。
こ
の
下
流
が
後
の
「
曳
舟
川
」
に
な

り
ま
す
。
江
戸
市
中
の
た
め
に
造
ら
れ
た

玉
川
上
水
（
全
長
四
三
㎞
）
が
完
成
し
た

六
年
後
の
こ
と
で
す
。
次
の
図
は
本
所
上

水
の
略
地
図 （
水
源
の
埼
玉
県
越
谷
市
か

ら
墨
田
区
太
平
ま
で
） で
す
。図
中
の（　

）

内
は
現
在
の
名
称
で
す
。

　

本
所
上
水
は
利
根
川
水
系
元
荒
川
の

一
部
を
せ
き
止
め
て
造
っ
た
図
中
①
の

「
瓦
曽
根
の
溜
め
井
」（
現
在
の
越
谷
市
）

を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
既

に
設
け
ら
れ
て
い
た
葛
西
用
水
に
並
行

し
て
南
下
し
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
上
水

は
現
在
の
草
加
市
・
八
潮
市
・
足
立
区
（
大

谷
田
：
環
七
通
と
の
交
差
点
）・
葛
飾
区

（
②
亀
有
・
③
四
つ
木
）
を
経
て
墨
田
区

に
入
り
ま
す
。
区
内
は
旧
寺
島
（
現
在

の
東
向
島
）・
請
地
（
同
押
上
二
丁
目
・

向
島
四
丁
目
）・
④
小
梅
（
同
向
島
三
丁

目
・
押
上
二
丁
目
）
を
経
て
北
十
間
川

と
交
差
し
、大
横
川
（
現
在
の
親
水
公
園
）

に
並
行
し
て
⑥
法
恩
寺
際
ま
で
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
地
中
に
埋
設

し
た
木
製
の
懸か
け
ひ樋

に
よ
り
分
水
し
本
所
・

深
川
地
区
内
に
給
水
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
上
水
は
六
〇
年
ほ
ど

使
用
さ
れ
一
七
二
二
（
享
保
七
）
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
水
源
と
の
高
低
差

が
な
い
た
め
に
水
量
が
不
足
し
た
り
、

度
々
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
上
水
が
汚
れ

た
り
し
て
使
わ
れ
に
く
く
な
っ
た
た
め

で
す
。
更
に
本
所
地
区
に
は
徐
々
に
井

戸
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
上
水
が
廃
止
さ

れ
た
時
に
、
北
十
間
川
か
ら
法
恩
寺
際

ま
で
は
埋
め
戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
梅
以

北
の
上
流
は
そ
の
ま
ま
川
と
し
て
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
水
の
跡
は
、
水
源
の
①
越
谷
か
ら
②

亀
有
ま
で
は
「
葛
西
用
水
」、
②
亀
有
か

ら
下
流
の
⑤
北
十
間
川
ま
で
が
「
曳
舟
川
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
曳
舟
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
②
亀
有
村
（
葛
飾
区
） 

か
ら
④
小

梅
村
の
間
を
、
農
作
物
の
輸
送
舟
や
、
観

光
目
的
に
物
見
遊
山
の
旅
人
が
四
〜
五
人

ほ
ど
乗
れ
る
「
サ
ッ
パ
コ
」
と
呼
ば
れ
る

小
舟
の
先
端
に
綱
を
付
け
、
そ
の
綱
の
他

方
に
輪
を
作
り
人
が
肩
に
掛
け
て
、
土
手

を
歩
い
て
舟
を
引
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。

　

次
の
絵
１
は
そ
の
引
き
船
の
様
子
を
安

藤
広
重
が
描
い
た
絵
で
す
。「
曳
舟
川
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
が
判
り
ま
す

ね
。

曳舟川・曳き舟の図（安藤広重画）

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
主
要
な
土
手
通
り
は

川
の
西
側
（
絵
の
左
手
）
の
土
手
で
、
絵

で
は
逆
の
東
側
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

前
回
に
続
い
て
『
俳
句
』
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

❀　

菜
の
花
や
公
民
館
の
あ
る
小
道

千
葉
県
野
田
市
に
あ
る
公
民
館
周
辺
で

❀　

小
雀
の
遊
び
場
雨
後
の
水
た
ま
り

道
路
の
欠
け
た
場
所
で

❀　

春
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う
暁
の
鈍
き
光
や
永
田
町

混
迷
す
る
国
会

❀　

箒ほ
う
き
め目

の
園
児
の
庭
へ
落
下
か
な

誰
も
い
な
い
休
園
の
庭

な
く
毎
日
自
分
の
家
の
前
だ
け
で
も
掃
除

す
る
こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
町
は
い
つ
も
綺

麗
で
す
。明
日
か
ら
で
も
始
め
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
井
旬
江
さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

【

子

供

会

】

『
高
木
神
社
・
大
祭
の
お
手
伝
い
』

毎
年
の
飛
木
神
社
祭
礼
の
際
に
、
当
町
会
の
神
輿

に
協
力
を
し
て
頂
い
て
い
る
町
会
に
、
６
月
３
日

（
日
）高
木
神
社
・
大
祭
の
挨
拶
と
お
手
伝
い
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。


